
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
把持部を有し下端部に把持部より大径のケーシングを連結し得る連結部を設けたアダプタ
とこのアダプタの把持部を挿通させて把持し得る把持装置とこの把持装置を回転駆動し得
る回転駆動装置とベースフレーム上に設置され把持装置を上昇下降させ得る昇降駆動装置
とを備えた縦穴掘削装置を、下方にケーシング設置用の作業空間を設けて横方向に移動可
能に設置し、アダプタを把持装置で把持するとともにケーシングに連結し、把持装置を回
転駆動装置で回転駆動しながら昇降駆動装置で下降させてケーシングを地中に押し込むと
ともにケーシング内の土砂を排出することにより縦穴を掘削する縦穴掘削法において、ア
ダプタの把持部を把持装置で把持するとともに、ケーシング設置用の作業空間に設置され
たケーシングにアダプタの連結部を連結するアダプタの連結工程と、把持装置を回転駆動
しながら下降させてケーシングの大半を地中に押し込むケーシングの押し込み工程と、ア
ダプタをケーシングから分離して、縦穴掘削装置を横方向に移動させるのに適当な位置ま
でアダプタを上昇させるアダプタの上昇工程と、縦穴掘削装置を横方向に移動させてハン
マグラブ等の掘削具でケーシング内の土砂を掘削し排出する排土工程と、継ぎケーシング
を地中のケーシングに継ぎ足し、縦穴掘削装置を元位置に移動させるケーシングの連結工
程とを実施して縦穴を掘削するようにしたことを特徴とする縦穴掘削法。
【請求項２】
請求項１に記載の縦穴掘削法において、アダプタとして、把持装置への挿通時に把持装置
を上下方向に移動する余裕部分を把持部に有するアダプタを用いるとともに、ケーシング
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として、昇降駆動装置のストロークよりも長いケーシングを用い、ケーシングの押し込み
工程を実施する場合、把持装置を回転駆動しながら下降させてケーシングを地中に押し込
む第一次工程と、把持装置でのアダプタの把持を解除した後、把持装置を上昇させてアダ
プタの把持部を把持装置で把持し、把持装置を回転駆動しながら下降させてケーシングを
地中に押し込み、こうした操作を１回以上行ってケーシングを昇降駆動装置のストローク
よりも長い距離地中に押し込む第二次工程とを経て実施し、アダプタの上昇工程を実施す
る場合、アダプタをケーシングから分離して上昇させる第一次工程と、アダプタを把持装
置とは別の把持手段で把持した後、把持装置でのアダプタの把持を解除して把持装置を下
降させ、次いで、アダプタの把持部を把持装置で把持した後、前記別の把持手段でのアダ
プタの把持を解除して把持装置を上昇させ、こうした操作を１回以上行って、縦穴掘削装
置を横方向に移動させるのに適当な位置までアダプタを上昇させる第二次工程を実施する
ようにしたことを特徴とする縦穴掘削法。
【請求項３】
アダプタとして、把持装置に下方から挿通し得る形状に形成されたものを用い、ケーシン
グの押し込み工程の前段階でアダプタを把持装置に挿通する場合、縦穴掘削装置を、ケー
シング設置用の作業空間を開放するように横方向に移動させた後、その移動により生じた
上方開放部を利用してアダプタをケーシング設置用の作業空間に搬入して定置し、次いで
、そのアダプタを定置した場所に縦穴掘削装置を移動させてアダプタを吊り上げることに
より、アダプタを把持装置に下方から挿通するようにしたことを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の縦穴掘削法。
【請求項４】
縦穴掘削装置を横方向に移動可能に設置する場合、縦穴掘削装置を掘削作業の実施位置に
固定して位置決めするための位置決め手段を付設したことを特徴とする請求項１乃至請求
項３の何れかに記載の縦穴掘削法。
【請求項５】
ケーシング設置用の作業空間を地下に設けるようにしたことを特徴とする請求項１乃至請
求項４の何れかに記載の縦穴掘削法。
【請求項６】
掘削具がケーシングの内径に見合った大型のハンマグラブであることを特徴とする請求項
１乃至請求項５の何れかに記載の縦穴掘削法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、アダプタとこれを挿通させて把持し得る把持装置と把持装置を回転駆動し得る
回転駆動装置と把持装置を上昇下降させ得る昇降駆動装置とを備えた縦穴掘削装置を用い
て、把持装置で把持できるケーシングより大径の縦穴を掘削する縦穴掘削法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
土木、建築工事に使用する大口径鋼管杭や鋼管類等の管状ケーシング（以下単に「ケーシ
ング」という。）を地中に押し込むとともにケーシング内の土砂を排出することにより縦
穴を掘削する装置として、ケーシングドライバと称する縦穴掘削装置が従来から一般的に
知られている。このケーシングドライバは、方形の枠状のベースフレームと、ケーシング
を挿通させて把持するケーシング掴み用バンド等の把持装置と、この把持装置を回転駆動
する油圧モータ等で構成された回転駆動装置と、ベースフレーム上に昇降自在に設置され
把持装置や回転駆動装置を取り付けた昇降フレームと、この昇降フレームを昇降させて把
持装置を回転駆動装置とともに上昇下降させるスラストシリンダ等の昇降駆動装置とを通
常備えている。そして、ケーシングを把持装置で把持し、把持装置を回転駆動装置で回転
駆動しながら昇降駆動装置で下降させてケーシングを地中に押し込むとともにケーシング
内の土砂をハンマーグラブ等の掘削具で排出することにより縦穴を掘削するように構成さ
れている。
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【０００３】
しかるに、こうした従来の一般的な縦穴掘削装置は、把持装置で把持するケーシングが把
持できる最大径より少しでも大径になると、これを使用して縦穴を掘削することができな
かった。こうした場合、このような大径のケーシングでも挿通させて把持できる縦穴掘削
装置を使用すればよいが、そうすると、縦穴掘削装置全体の外形が非常に大型化するだけ
ではなく価格も割高になり、さらには、すでに所有している縦穴掘削装置を有効に活用で
きないことにもなる。
【０００４】
このような問題に対応する縦穴掘削装置として、最近、大口径竪孔の掘削工法及び大口径
竪孔の掘削装置と称する技術が特開平５ー２０２６８７号公報で提案されている。この従
来の技術における縦穴掘削装置は、前記した従来の一般的な縦穴掘削装置に筒状アダプタ
を付設したものであり、この筒状アダプタは、特別規格の縦穴掘削装置でなくても把持装
置に挿通させて把持できるように比較的小径に形成するとともに、大径のケーシングを連
結できる連結部を下端部に設けている。
【０００５】
一方、この従来の技術における縦穴掘削法は、こうした縦穴掘削装置の使用方法を提案し
たもので、縦穴掘削装置を、下方にケーシング設置用の作業空間を設けて横方向に移動可
能に架台に設置した状態において、小径の筒状アダプタを大径のケーシングに取り付けて
把持装置で把持し、次いで、把持装置を回転駆動装置で回転駆動しながら昇降駆動装置で
下降させて、ケーシングを筒状アダプタを介して回転させながら地中に押し込むとともに
、小径の筒状アダプタ内を経てハンマグラブ等の掘削具をケーシング内で昇降させてケー
シング内の土砂を掘削、排出することにより、縦穴を掘削するようにしている。そして、
単位ケーシングを１本押し込むと、アダプタをケーシングから分離して昇降駆動装置で上
昇させた後、縦穴掘削装置を横方向に移動させ、次いで、すでに押し込まれたケーシング
に新たな単位ケーシングを継ぎ足してから縦穴掘削装置を元位置に移動させ、しかる後、
この新たなケーシングにアダプタを連結するようにしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
この従来の技術における縦穴掘削法では、地中に押し込まれたケーシング内の土砂を掘削
、排出する排土作業を実施する場合に、アダプタを用いない通常の縦穴掘削法に則って、
ハンマグラブ等の掘削具を縦穴掘削装置の上方から入れるようにしており、こうしたこと
から、掘削具をアダプタ内を経てケーシング内で昇降させるようにしている。しかしなが
ら、こうした従来の竪穴掘削法では、把持装置で把持可能な径よりも大径のケーシングを
、小径のアダプタを介して把持するようにしているため、掘削具は、小径のアダプタ内を
通過できる輪郭ものに限定されて、ケーシングの径の割には小型のものを使用しなければ
ならなくなる。そのため、ケーシング内の土砂を、掘削具を操作して排出するときに、掘
削具を通常の操作感覚で操作すると、ケーシングの中心部の比較的小さな領域の土砂しか
排出することができず、ケーシング周辺部の土砂が掘り残されるという問題が生じる。そ
して、こうしたケーシング周辺部の土砂を排出しようとする場合、アダプタがケーシング
よりも小径であるため、掘削具を吊っているワイヤロープの径方向の移動範囲がアダプタ
を用いないときに比べて限定されて、掘削具の操作の自由度が制約されることとなり、排
土作業がきわめてやりにくくなる。以上のようなことから、従来の技術では、排土作業に
多大の手間を要して作業効率の低下を招くこととなる。
【０００７】
本発明の技術課題は、従来の技術にみられるこうした問題を解消しようとするものであり
、把持可能な径よりも大径のケーシングを小径のアダプタを介して把持する竪穴掘削装置
により竪穴を掘削する縦穴掘削法において、ケーシング内の土砂を効率良く排出すること
ができる縦穴掘削法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
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本発明のこうした技術課題は、次の方法により達成される。
【０００９】
把持部を有し下端部に把持部より大径のケーシングを連結し得る連結部を設けたアダプタ
とこのアダプタの把持部を挿通させて把持し得る把持装置とこの把持装置を回転駆動し得
る回転駆動装置とベースフレーム上に設置され把持装置を上昇下降させ得る昇降駆動装置
とを備えた縦穴掘削装置を、下方にケーシング設置用の作業空間を設けて横方向に移動可
能に設置し、アダプタを把持装置で把持するとともにケーシングに連結し、把持装置を回
転駆動装置で回転駆動しながら昇降駆動装置で下降させてケーシングを地中に押し込むと
ともにケーシング内の土砂を排出することにより縦穴を掘削する縦穴掘削法において、
アダプタの把持部を把持装置で把持するとともに、ケーシング設置用の作業空間に設置さ
れたケーシングにアダプタの連結部を連結するアダプタの連結工程と、把持装置を回転駆
動しながら下降させてケーシングの大半を地中に押し込むケーシングの押し込み工程と、
アダプタをケーシングから分離して、縦穴掘削装置を横方向に移動させるのに適当な位置
までアダプタを上昇させるアダプタの上昇工程と、縦穴掘削装置を横方向に移動させてハ
ンマグラブ等の掘削具でケーシング内の土砂を掘削し排出する排土工程と、継ぎケーシン
グを地中のケーシングに継ぎ足し、縦穴掘削装置を元位置に移動させるケーシングの連結
工程とを実施して縦穴を掘削するようにする。
【００１０】
従来の技術では、ケーシングの押し込み工程が終了してからアダプタの上昇工程を開始す
るまでの段階におて、ハンマグラブ等の掘削具をアダプタを経由させてケーシング内に入
れ、排土作業を行っていたが、本発明の縦穴掘削法では、ケーシングの押し込み工程の終
了後、アダプタの上昇工程を実施し、しかる後、初めて、排土作業を行うための排土工程
を実施する。この排土工程では、アダプタを把持した縦穴掘削装置を横方向に移動させて
、ケーシング内の土砂をハンマグラブ等の掘削具で掘削する。このように、本発明では、
縦穴掘削装置を横方向に移動させてから排土作業をするようにしているため、掘削具を、
アダプタよりも大径のケーシング内に直接入れて排土作業をすることが可能となり、従来
の技術のように小径のアダプタ内を経由さてケーシング内に入れるようなことはしなくて
も済む。そのため、本発明の縦穴掘削法は、アダプタを用いるものでありながら、アダプ
タの径が小さいことに伴う掘削機の大きさや操作の自由度についての制約を受けることが
なくなり、アダプタを用いない通常の縦穴掘削法で排土する場合と同様、ケーシング内の
土砂を効率良く排出することが可能になる。こうしてケーシング内の土砂を排出した後は
、ケーシングの連結工程において、継ぎケーシングを地中のケーシングに継ぎ足すことに
より、ケーシングの押し込み工程を継続することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明が実際上どのように具体化されるのかを図１～図４に基づいて説明すること
により、本発明の実施の形態を明らかにする。図１は、本発明の縦穴掘削法に用いられる
縦穴掘削装置の一例を示すもので排土工程の実施時の状況を示す図、図２は、図１のＡ－
Ａ線断面図、図３は、図１の縦穴掘削装置の拡大図でアダプタの連結工程の終了時の状況
を示す図、図４は、本発明の具体化例の縦穴掘削法の施工手順を説明するための図である
。
【００１２】
本発明の縦穴掘削法に用いられる縦穴掘削装置は、把持部を有し下端部に把持部より大径
のケーシングを連結し得る連結部を設けたアダプタとこのアダプタの把持部を挿通させて
把持し得る把持装置とこの把持装置を回転駆動し得る回転駆動装置とベースフレーム上に
設置され把持装置を上昇下降させ得る昇降駆動装置とを備え、アダプタを把持装置で把持
するとともにケーシングに連結し、把持装置を回転駆動装置で回転駆動しながら昇降駆動
装置で下降させてケーシングを地中に押し込むとともにケーシング内の土砂を排出するこ
とにより縦穴を掘削するものであり、基本的な構造や機能は、筒状アダプタを付設した前
述の従来の技術における大口径竪孔の掘削装置と変わらない。
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【００１３】
図１乃至図４において、２－１は先端部に掘削用カッタ１を設け、後端部に後記継ぎケー
シング２－２やアダプタ４に連結するためのジョイント２ａを設けた地山掘削用の先端ケ
ーシング、２－２，２－３……２－ｎは後端部に同様のジョイント２ａを設け、先端ケー
シング２－１に順次継ぎ足される継ぎケーシングである。これらのケーシング２－１～２
－ｎのそれぞれを単位ケーシングと称し、通常、同じ長さに形成している。ケーシングは
、先端ケーシング２－１と複数の継ぎケーシング２－２～２－ｎとからなり、先端ケーシ
ング２－１に継ぎ足される継ぎケーシング２－２～２－ｎの数を調節することにより、地
中に建て込むケーシング４の全長を調節する。この明細書では、これらのケーシング２－
１～２－ｎを特に区別しないときや総称するときに符号２を付して表す。この例では、各
単位ケーシング２を同じ単位長さに形成しているが、各単位ケーシング２は、必ずしもそ
の全てを同じ長さに形成する必要はなく、例えば、先端ケーシング２－１や最後に建て込
む継ぎケーシング２－ｎを他より長くしたり短くしたりして他と異なる長さに形成しても
よい。
【００１４】
この縦穴掘削法では、アダプタを用いて大口径のケーシングを押し込むようにした縦穴掘
削法において、従来の技術とは異なり、昇降駆動装置のストロークよりも長いケーシング
を使用できるようにしている。そのため、単位ケーシング２は、アダプタの把持装置（例
えば後記アダプタ掴み用のメインバンド５）では把持できない大口径に形成されているだ
けでなく、その長さが、従来の技術とは異なり、昇降駆動装置（例えば後記スラストシリ
ンダ６）の１ストローク分の距離よりも長く形成されている。各単位ケーシング２は、そ
の全てがこのように長く形成されていなくても、こうした長いケーシングが一つでも存在
する限り、この縦穴掘削法の利点を発揮させることができる。
【００１５】
３は縦穴掘削装置を横方向に移動可能に設置する架台で、図２に示すように、間隔を置い
て設置され縦穴掘削装置を滑動させることができる一対のレール状の部材３ａ，３ｂを備
えている。この架台３には、伸縮することにより縦穴掘削装置を押し引きする油圧ジャッ
キのような水平移動装置１２が付設されている。ケーシング２は、前記したように大口径
であって、アダプタの把持装置に挿通させた状態で設置することが困難なことから、架台
３を設置する際には、下方に、ケーシング２を直立させて設置できるケーシング設置用の
作業空間２１を設ける必要がある。この例では、地下室を構築してこうした作業空間２１
を地下に設けるようにしている。このように作業空間２１を地下に設けることにより、長
い単位ケーシング２を使用して縦穴掘削作業を実施しても、縦穴掘削装置を相対的に低位
置に設置することができて、安定的、安全に縦穴掘削作業を実施することができるととも
に、縦穴の掘削に伴う種々の作業を低位置で行うことができて作業の便もよい。縦穴掘削
装置で縦穴を掘削するに当たっては、通常のオールケーシング工法と同様、ケーシング２
等を移送するための縦穴掘削作業用のクレーン１４と、地中に建て込まれた先端ケーシン
グ２－１内の土砂を掘削して地上に搬出するためのハンマグラブ１５を設置する。
【００１６】
以上、縦穴掘削装置に付帯する設備機器について述べたが、次に、縦穴掘削装置について
説明する。４は把持部４ａを有し下端部に把持部４ａより大径のケーシング２を連結し得
る連結部４ｂを設けたアダプタ、５はこのアダプタの把持部４ａを把持し得るアダプタ把
持用の主把持装置としてのアダプタ掴み用のメインバンド、６はベースフレーム１０上に
設置され、後記昇降フレーム７を昇降させて、この昇降フレーム７に回転可能に支持され
たメインバンド５を上昇下降させ得る昇降駆動装置としてのスラストシリンダ、７は油圧
モータ８で回転駆動される旋回ベアリングを設けた昇降フレームで、この旋回ベアリング
上にメインバンド５が回転可能に接続される。８はこのメインバンド５を回転駆動する油
圧モータ、９はアダプタの把持部４ａをアダプタ掴み用のメインバンド５と共に把持し得
るように配置されているアダプタ把持用の副把持装置としてのアダプタ掴み用のサブバン
ド、１０は中央にケーシング２の挿通空間を有し縦穴掘削装置の基部をなす略方形枠状の
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ベースフレーム、１１は縦穴掘削装置を架台３に設置する際に縦穴掘削装置を載置させて
支持する支持フレーム、１３はベースフレーム１０の底部に設けられ、縦穴掘削装置を支
持フレーム１１上に載置した際に縦穴掘削装置の姿勢を水平に調整する水平調整装置、１
６は縦穴掘削装置を掘削作業の実施位置に固定して位置決めするための位置決め器具であ
る。
【００１７】
スラストシリンダ６のストロークより長いケーシング２を押し込めるようにするため、ア
ダプタ４は、前述の従来の技術とは異なり、アダプタの把持部４ａをアダプタ掴み用のメ
インバンド５及サブバンド９に挿通させたときにメインバンド５を上下方向（アダプタ４
の長手方向）に移動する余裕部分４ｃを把持部４ａに有するように、把持部４ａを長く形
成している。この把持部４ａの余裕部分４ｃの長さは、この余裕部分４ｃの長さとスラス
トシリンダ６のストロークとの総和がケーシング２の長さ以上になるように設定する。ま
た、ここに示す例では、アダプタ４は、上端部をアダプタ掴み用のメインバンド５及びサ
ブバンド９に下方から挿通させ得るよう把持部４ａと同径をなすように形成している。こ
うした構造にした場合、アダプタ４は、縦穴掘削装置に対して着脱可能にすることができ
、必要に応じてこれらのバンド５，９から分離することができる。そのため、縦穴掘削装
置は、アダプタ４を取り外した状態で作業現場に搬送することができて運搬の便がよく、
しかも、縦穴掘削作業の際には、その取り外したアダプタ４を、後述するように、大がか
りな取付作業を要することなく縦穴掘削装置に容易に取り付けることができる。
【００１８】
一方、アダプタの連結部４ｂは、従来の技術と同様、大口径のケーシング２を連結できる
ように、下方に拡がる円錐状に形成している。アダプタ４は、この下方に拡がる円錐状の
連結部４ｂを設けた下方側の部分を上方側の部分から分離し得るように分割形成するよう
にしてもよい。こうした構造にした場合、縦穴掘削装置を作業現場へ搬送する際にアダプ
タ４を取り外して搬送できるだけでなく分割して搬送することもできて、運搬の便が一層
よい。また、アダプタ４をこのように分割形成した場合、アダプタ４は、こうした効果を
発揮するほか、縦穴掘削作業の際、分割形成したアダプタ４の上方側の部分及び下方側の
部分をそれぞれアダプタ掴み用のメインバンド５及びサブバンド９の上方及び下方から挿
通させることにより、取り外したアダプタ４を大がかりな取付作業を要することなく縦穴
掘削装置に容易に取り付けることができる。
【００１９】
アダプタ掴み用のメインバンド５及びサブバンド９は、ピンで互いに回動可能に枢着した
複数のバンド部材とシリンダとを有し、複数のバンド部材をシリンダの駆動によりアダプ
タ４に押し当ててこれを把持することができるようなっている。この例では、アダプタ掴
み用のメインバンド５は、図２に示すように、一つの固定バンド部材５ａと、この固定バ
ンド部材５ａの両端部にそれぞれ回動可能に枢着して連結した一対の可動バンド部材５ｂ
と、各可動バンド部材５ｂの非連結側の両端部に回動可能に枢着して連結する油圧シリン
ダ５ｃとで構成されている。したがって、油圧シリンダ５ｃを縮めるように駆動すると、
固定バンド部材５ａを中心にして二つの可動バンド部材５ｂが締め付けられてアダプタ４
に押し当てられ、これを把持することができる。この種の掴み用のバンドは、種々のタイ
プのものがあり、従来周知のものであるので詳細な説明は省略する。アダプタ掴み用のサ
ブバンド９は、アダプタ掴み用のメインバンド５の下方位置に配置した状態においてベー
スフレーム１０に取り付けられている。アダプタ掴み用のサブバンドには、縦穴掘削装置
とは別個の製品として製作されベースフレーム１０に着脱可能に取り付け得るものを用い
てもよい。すなわち、縦穴掘削装置を支持フレーム１１上に水平調整装置１３で支持した
ときにベースフレーム１０の下方に生じる空間に収容できる形態に形成され、ベースフレ
ーム１０に着脱可能に取り付ける取付手段を設けたものを用いることもできる。
【００２０】
スラストシリンダ６は、ベースフレーム１０の四隅に立設され、両端部をベースフレーム
１０と昇降フレーム７とに取り付けており、伸縮させることにより昇降フレーム７を昇降
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させてアダプタ掴み用のメインバンド５を上昇下降させることができる。昇降フレーム７
には、アダプタ掴み用のメインバンド５が旋回ベアリングを介して回転可能に取り付けら
れ、油圧モータ８の回転がアダプタ掴み用のメインバンド５に減速して伝達されるように
なっている。油圧モータ８は、昇降フレーム７の左右に設置されている。この例では、こ
うした油圧モータ８と旋回ベアリングとにより、アダプタ掴み用のメインバンド５を回転
駆動するための回転駆動装置を構成している。支持フレーム１１には、架台３の一対のレ
ール状の部材３ａ，３ｂを転動するローラー１１ａを前後左右に設けている。水平調整装
置１３は、ベースフレーム１０の底面四隅に取り付けられた水平調整用ジャッキからなり
、これらの伸縮により、ケーシング２を垂直に建て込めるようにベースフレーム１０の水
平度を調節することができる。位置決め器具１６は、図には表われていない架台３側のブ
ラケットに設けたピン孔と支持フレーム１１に設けたピン孔とこれらの孔に嵌挿されるピ
ンとで構成されている。そして、支持フレーム１１のピン孔を架台３側のピン孔に一致さ
せるように支持フレーム１１を水平移動装置１２で移動させた後、これらのピン孔にピン
を挿通すると、掘削作業中でも位置ずれしないように、縦穴掘削装置を、掘削作業を行う
ための所定位置に固定して位置決めすることができる。また、こうした位置決めを行うこ
とにより、アダプタ４の着脱も容易に行うことができる。
【００２１】
ここに示す例では、地中に押し込んだケーシング２を必要に応じて効率的に回収できるよ
うにするため、ケーシング２を把持して上昇下降させ得るケーシング把持用の主把持装置
１８と、その下方に配置されケーシング２を把持し得るケーシング把持用の副把持装置１
７とを備えたケーシング回収装置を、以上述べた縦穴掘削装置にアタッチメントとして付
設している。これらの主把持装置１８や副把持装置１７は、アダプタ掴み用のメインバン
ド５やサブバンド９と同様、回動可能に枢着した複数のバンド部材とシリンダとを有し、
複数のバンド部材をシリンダの駆動によりケーシング２に押し当ててこれを把持すること
ができるようなっている。また、ケーシング把持用の主把持装置１８は、スラストシリン
ダ６と同様の機能を有する主把持装置昇降用の油圧シリンダ１９に取り付けられてその伸
縮により上昇下降させ得るようにしている。これらの把持装置１７，１８や油圧シリンダ
１９は、中央にケーシングの挿通空間を有するベースフレーム１０や支持フレーム１１の
ような基台上に設置されてユニットとして一体に構成されており、地面に載置して使用で
きるようになっている。
【００２２】
以上述べた縦穴掘削装置や設備機器により縦穴を掘削する縦穴掘削法について説明する。
【００２３】
縦穴の掘削を開始する当たっては、架台３に支持フレーム１１を介して縦穴掘削装置を設
置した後、ケーシング２を垂直に建て込めるように縦穴掘削装置の姿勢を水平調整装置１
３により水平に調整する。しかる後、ケーシング設置用の作業空間２１に先端ケーシング
２－１を設置するが、掘削作業の準備過程においては、こうした作業のほかアダプタ４を
アダプタ掴み用のメインバンド５やサブバンド９に挿通する作業も行う。すなわち、この
例では、アダプタ４を、前述したように縦穴掘削装置に対して着脱可能に構成していて、
縦穴掘削装置を作業現場へ搬送するときにアダプタ掴み用のメインバンド５やサブバンド
９から予め分離した状態で搬送するため、この分離されているアダプタ４をこれらのバン
ド５，９に挿通する作業を行う。その場合、アダプタ４は、その下方に、大口径のケーシ
ング２を連結するための連結部４ｂを設けているため、メインバンド５の上方からクレー
ン１４で吊り降ろして挿通させることは困難である。こうしたことから、この例では、ア
ダプタとして、アダプタ掴み用のメインバンド５やサブバンド９に下方から挿通できる従
来の技術とは異なる形状のものを用いて、これらのバンド５，９にアダプタ４を挿通する
作業を先端ケーシング２－１の設置作業と共に、次に示す方法で行う。
【００２４】
（掘削作業の準備過程）
まず、水平移動装置１２を縮めることにより、ケーシング設置用の作業空間２１を開放す
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るように縦穴掘削装置を横方向に移動させた後、その移動により生じた上方開放部２２を
利用して、アダプタ４をクレーン１４で作業空間２１内に移送、搬入して適宜の場所に定
置する。次いで、水平移動装置１２を伸ばすことにより、アダプタ４を定置した場所に縦
穴掘削装置を移動させた後、アダプタ４をクレーン１４で吊り上げることにより、アダプ
タ４をアダプタ掴み用のサブバンド９さらにはメインバンド５に下方から挿通する。次い
で、縦穴掘削装置を横方向に移動させるのに邪魔にならない適当な位置まで吊り上げた後
、アダプタの把持部４ａをメインバンド５で把持する。しかる後、先端ケーシング２－１
をケーシング設置用の作業空間２１に設置するが、その場合には、同様にして、縦穴掘削
装置を横方向に移動させた後、先端ケーシング２－１をクレーン１４でケーシング設置用
の作業空間２１に搬入して、縦穴を掘削する所定位置に直立した状態で設置し、しかる後
、縦穴掘削装置を縦穴掘削作業の実施位置に移動させて位置決め器具１６で動かないよう
に固定する。
【００２５】
なお、アダプタ４に、前述したような分割形成したものを用いる場合には、アダプタ４を
アダプタ掴み用のメインバンド５やサブバンド９に種々の方法で挿通することができるた
め、アダプタ４の形状に応じて適切な方法を選択し、これらのバンド５，９に挿通すれば
よい。例えば、図に示すアダプタ４を分割形成したものを用いた場合は、これを一体に結
合した後、前記のような方法でアダプタ４をバンド５，９の下方から挿通する。また、前
述したように、アダプタ４の上方側の部分及び下方側の部分をそれぞれバンド５，９の上
方及び下方から挿通することもできる。以上述べた掘削作業の準備過程を終了した後は、
先端ケーシング２－１を押し込んだりこれに継ぎ足される継ぎケーシング２－２の押し込
み作業を継続できるようにしたりするための次の第１の工程から第７の工程に至る一連の
工程を実施する。これらの工程は、当該継ぎケーシングを押し込んでこれに後続の継ぎケ
ーシングに連結する際にも適用される。
（第１の工程）
アダプタ掴み用のメインバンド５を昇降させてアダプタ４の上下位置を調整しながら、前
記掘削作業の準備過程で作業空間２１に設置されている先端ケーシング２－１のジョイン
ト２ａにアダプタの連結部４ｂを連結する。この例では、先端ケーシング２－１にスラス
トシリンダ６のストロークよりも長いものを用いているので、こうしてアダプタの連結部
４ｂを先端ケーシング２－１に連結すると、アダプタ掴み用のメインバンド５が上昇した
状態すなわちスラストシリンダ６が略限界まで伸びた状態において、アダプタの把持部５
ａが上方に余裕部分４ｃを残してメインバンド５で把持された状態となる。
【００２６】
（第２の工程）
こうした状態でアダプタ掴み用のメインバンド５を回転駆動装置の油圧モータ８で回転駆
動しながらスラストシリンダ６を漸次縮めることにより下降させて、先端ケーシング２－
１をスラストシリンダ６のストローク程度地中に押し込む。
【００２７】
（第３の工程）
こうしてスラストシリンダ６が略限界まで縮んだら、アダプタ掴み用のメインバンド５で
のアダプタ４の把持を解除する。なお、このとき、先端ケーシング２－１は、掘削地盤に
接触し支持されていて通常沈下することはないが、地盤が極度に軟らかくて沈下する危惧
がある場合には、アダプタ掴み用のメインバンド５でのアダプタ４の把持を解除する前に
、アダプタ４をアダプタ掴み用のサブバンド９で把持しておくとよい。アダプタ掴み用の
メインバンド５でのアダプタ４の把持を解除した後は、アダプタ掴み用のメインバンド５
をスラストシリンダ６を伸ばすことにより上昇させて、アダプタの把持部４ａをメインバ
ンド５で再び把持し、しかる後、メインバンド５を回転駆動しながら下降させて先端ケー
シング２－１を地中に押し込む。こうした操作は、先端ケーシング２－１の長さに応じて
１回以上行って先端ケーシング２－１を押し込み、先端ケーシング２－１の大半が地中に
埋没するようにする。
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【００２８】
（第４の工程）
こうして先端ケーシング２－１を押し込んだ後は、先端ケーシング２－１内の土砂を排出
し、さらには、これに継ぎケーシング２－２を連結して継ぎ足す必要があるが、そのため
の予備的工程としてこの第４の工程及び次の第５の工程を実施する。この第４の工程では
、まず、ジョイント２ａへの連結部４ｂの連結を解除することにより、アダプタ４を先端
ケーシング２－１から分離し、しかる後、アダプタ掴み用のメインバンド５で把持した状
態でスラストシリンダ６を伸ばすことにより、アダプタ４をスラストシリンダ６のストロ
ーク程度上昇させる。
【００２９】
（第５の工程）
この第４の工程終了後、アダプタ４をアダプタ掴み用のサブバンド９で把持して落下しな
いようにした上で、アダプタ掴み用のメインバンド５でのアダプタ４の把持を解除してこ
のメインバンド５を下降させる。次いで、アダプタの把持部４ａをこのメインバンド５で
把持した後、アダプタ掴み用のサブバンド９でのアダプタ４の把持を解除してアダプタ掴
み用のメインバンド５を再び上昇させ、こうした操作を１回以上行って、縦穴掘削装置を
横方向に移動させるのに適当な位置までアダプタ４を上昇させる。
【００３０】
（第６の工程）
この第５の工程終了後、水平移動装置１２を縮めることにより、ケーシング設置用の作業
空間２１を開放するように縦穴掘削装置を横方向に移動させ、しかる後、その移動により
生じた上方開放部２２を利用してハンマグラブ１５を上方から先端ケーシング２－１内に
直接入れ、先端ケーシング２－１内の土砂をハンマグラブ１５で掘削して地上に排出する
。
【００３１】
（第７の工程）
こうして排土作業が終了した後は、前記上方開放部２２を利用して、継ぎケーシング２－
２をクレーン１４で作業空間２１に搬入して継ぎケーシングを地中の先端ケーシング２－
１に継ぎ足す。次いで、水平移動装置１２を伸ばすことにより、縦穴掘削装置を元位置す
なわち縦穴掘削作業の実施位置に移動させて位置決め器具１６で所定位置に正確に位置決
めする（この後は、本工程で作業空間２１に設置された継ぎケーシング２－２にアダプタ
４を継ぐため、再び第１の工程に戻る。）。
【００３２】
以上により、先端ケーシング２－１を押し込んだり、この押し込んだ先端ケーシング２－
１内の土砂を掘削、排出したり、先端ケーシング２－１に継ぎ足される継ぎケーシング２
－２の押し込み作業を継続できるようにしたりするための一連の工程が終了する。次に、
この継ぎケーシング２－２を押し込む工程、その内部の土砂を掘削、排出する工程及びそ
の継ぎケーシング２－２に継ぎ足される継ぎケーシング２－３の押し込み作業を継続でき
るようするための工程を実施するが、その場合には、先端ケーシング２－１を継ぎケーシ
ング２－２に置き換えて前記の第１の工程乃至第７の工程を再び実施する。
【００３３】
図４には、この継ぎケーシング２－２についてこうした工程を実施した状態を図示してい
るので、その要点を述べる。まず、継ぎケーシング２－２を押し込むための第１の工程で
は、前記第７の工程で先端ケーシング２－１に継ぎ足されてケーシング設置用の作業空間
２１にすでに設置されている継ぎケーシング２－２にアダプタの連結部４ｂを連結すると
ともに、アダプタの把持部４ａを、上方に余裕部分４ｃを残してアダプタ掴み用のメイン
バンド５で把持する。ここで、アダプタの連結部４ｂを継ぎケーシング２－２に連結する
とき、位置決め器具１６を設けて、前記第７の工程で縦穴掘削装置を所定位置に正確に位
置決めしているので、アダプタ４を継ぎケーシング２－２に連結のための煩雑な芯合わせ
を必要とせず、両者の連結作業を能率的に行うことができる。この第１の工程を終了した
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状態を図４（イ）に示している。
【００３４】
次に、第２の工程では、このような状態において、アダプタ掴み用のメインバンド５を回
転駆動しながら下降させて継ぎケーシング２－２を地中に押し込む。第３の工程では、ア
ダプタ掴み用のメインバンド５でのアダプタ４の把持を解除した後、このメインバンド５
を上昇させてアダプタの把持部４ａのより上方部分をメインバンド５で把持し、メインバ
ンド５を回転駆動しながら下降させて継ぎケーシング２－２を地中に押し込み、こうした
操作を継ぎケーシング２－２の長さに応じて１回以上行って、継ぎケーシング２－２をス
ラストシリンダ６のストロークよりも長い距離地中に押し込む。そうすると、継ぎケーシ
ング２－２は、その長さに相当する距離程度地中に押し込まれて、その大半が地中に埋没
する。この第３の工程を終了した状態を図４（ロ）に示している。従来の技術では、この
段階で、通常の縦穴掘削法に則ってハンマグラブ１５等の掘削具を縦穴掘削装置に上方か
ら挿通し、小径のアダプタ４内を経て継ぎケーシング２－２内に入れた後、継ぎケーシン
グ２－２内の土砂を掘削具で掘削、排出するが、本縦穴掘削法では、こうした常識的な方
法は採らない。
【００３５】
こうして継ぎケーシング２－２を地中に押し込んだ後は、第４の工程でアダプタ４を継ぎ
ケーシング２－２から分離して上昇させる。しかる後、第５の工程において、アダプタ４
をアダプタ掴み用のサブバンド９で把持した後、アダプタ掴み用のメインバンド５でのア
ダプタ４の把持を解除してこのメインバンド５を下降させ、次いで、アダプタの把持部４
ａをメインバンド５で把持した後、アダプタ掴み用のサブバンド９でのアダプタ４の把持
を解除してアダプタ掴み用のメインバンド５を上昇させ、こうした操作を１回以上行って
、縦穴掘削装置を横方向に移動させるのに適当な位置までアダプタ４を上昇させる。
【００３６】
この第５の工程終了後、第６の工程において、図４（ハ）に示すように縦穴掘削装置を横
方向に移動させ、その移動により生じた上方開放部２２を利用してハンマグラブ１５を上
方から大径の継ぎケーシング２－２内に直接入れ、排土作業を行う。この排土作業終了後
、第７の工程として、図４（ニ）に示すように継ぎケーシング２－２に継ぎ足される継ぎ
ケーシング２－３をクレーン１４でケーシング設置用の作業空間２１内に搬入した後、図
４（ホ）に示すように地中の継ぎケーシング２－２に継ぎ足し、縦穴掘削装置を元位置に
移動させる。この第７の工程をもって、後続の継ぎケーシング２－３の押し込み作業を継
続できるようにするための作業が終了するので、今度は、この後続の継ぎケーシング２－
３を押し込むための第１の工程を繰返し実施する。この第１の工程を終了した状態を図４
（ヘ）に示している。
【００３７】
このように、第１の工程乃至第７の工程を、地中に建て込む単位ケーシング２の数に応じ
て反復実施し縦穴を掘削するが、最後に継ぎ足される単位ケーシング２については、第１
の工程乃至第６の工程だけを実施し、第７の工程は実施しない。ここに示す例では、各単
位ケーシング２を全て同じ長さに形成しているが、各単位ケーシング２中に長さの異なる
ものがある場合には、第３の工程及び第５の工程は、スラストシリンダ６のストロークよ
りも長い単位ケーシング２についてだけ実施すればよく、スラストシリンダ６のストロー
クより短い単位ケーシング２については、第２の工程や第４の工程を実施して、従来の技
術と同様の方法で縦穴を掘削すればよい。
【００３８】
大径の単位ケーシング２をアダプタ４を介して押し込む従来の技術に係る縦穴掘削法は、
大径掘削用の縦穴掘削装置を特別に用意することなく標準の縦穴掘削装置を用いて大径の
縦穴を掘削することができるという優れた効果を発揮する反面、第一に、「発明が解決し
ようとする課題」で述べたように排土作業に手間を要して作業効率の低下を招くという問
題があり、第二に、スラストシリンダ６のストロークの長さより長い単位ケーシング２が
使用できないという問題がある。しかるに、本縦穴掘削法では、ケーシング２内の排土作
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業を、従来のように第３の工程の終了時に行うことなく第６の工程で行うようにしたこと
により、ハンマグラブ１５を、アダプタ４の小径の把持部４ａ内を経由することなく、大
径のケーシング２内に直接入れて排土作業を行うことができるため、前記の第一の問題を
解消することができる。
【００３９】
すなわち、上方開放部２２を利用して、ハンマグラブ１５を大径のケーシング２内に直接
入れて排土作業を行えるようにしたことにより、大径のケーシング２の径に見合った大型
のハンマグラブ１５を用いて排土作業を行うことが可能になるので、こうした大型のハン
マグラブ１５を用いれば、ケーシング２内の土砂を、確実に周辺部を掘り残さないで、き
わめて効率的に排出することができる。また、小型のハンマグラブ１５を用いて、大径の
ケーシング２内の土砂をその全域にわたって段階的に掘削する場合でも、ハンマグラブ１
５の操作の自由度が従来の技術のように制約されるようなことはなくなるため、小型のハ
ンマグラブ１５を支障なく操作してその段階的な掘削作業を円滑に進めることができて、
排土作業を従来の技術よりも効率的に達成することができる。
【００４０】
このように、本縦穴掘削法では、ハンマグラブ１５を大径のケーシング２内に直接入れて
その内部の土砂を掘削、排出することができるため、大型及び小型の何れのハンマグラブ
１５を用いても、ケーシング２内の土砂を従来の技術よりも効率良く排出することができ
る。その場合、特に、アダプタ４による縦穴掘削法に不可欠の横方向へ縦穴掘削装置を移
動する工程を、単にケーシング２を継ぎ足す作業のためだけではなく、ケーシング２内の
土砂を排出する作業にも活用してアダプタ４による縦穴掘削法に特有の排土作業の問題点
を解消するようにしており、その方法は、きわめて合理的なものである。さらに、本縦穴
掘削法では、前記の第１の工程乃至第７の工程を実施して縦穴を掘削するようにしている
ので、前記の第二の問題が解消され、大径のケーシング２をアダプタ４を介して押し込む
縦穴掘削法であっても、スラストシリンダ６のストロークの長さより長いケーシング２を
使用できて工期や施工単価の増加を抑制することができる。
【００４１】
大径のケーシング２をアダプタ４を介して押し込む縦穴掘削法において、スラストシリン
ダ６のストロークよりも長い単位ケーシング２を使用できるようにするには、単に、アダ
プタ４をそのストロークのより長い距離下降させて単位ケーシング２を地中に押し込むだ
けでなく、下降させたアダプタ４を縦穴掘削装置の横方向への移動の障害にならない位置
までを再上昇させて、単位ケーシング２の押し込み作業を反復できるようにすることが必
要である。本具体化例の縦穴掘削法では、こうしたスラストシリンダ６のストロークより
も長い単位ケーシング２の押し込み作業を反復できるようにするため、アダプタの把持部
４ａに余裕部分４ｃを設けるとともに、アダプタ４の把持手段として、アダプタ掴み用の
メインバンド５のほかサブバンド９を設けた縦穴掘削装置を用いるようにしており、この
点にも、従来の技術にはみられない工夫がある。
【００４２】
以上述べた例では、アダプタ４の把持装置にアダプタ掴み用のメインバンド５を用いた例
を示したが、この種の把持装置には、リング状の回転体とこれに挿通するケーシングのよ
うな管状部材との間の間隙に楔状のチャック部材を嵌入して、楔作用で管状部材を把持す
るようにしたものもあるから、アダプタ４の把持装置に、こうした楔作用による把持装置
を用いてもよく、要は、アダプタの把持部を挿通させて把持し得るものであれば用いるこ
とができる。
【００４３】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の縦穴掘削法では、「課題を解決するための手段
」の項に示した手段を採用しているので、大径のケーシングを小径のアダプタを介して把
持する縦穴掘削装置により縦穴を掘削する縦穴掘削法であっても、ハンマグラブ等の掘削
具を大径のケーシング内に直接入れて排土作業を行うことができて、ケーシング内の土砂
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を効率良く排出することができる。特に、本発明の縦穴掘削法における排土工程は、アダ
プタによる縦穴掘削法に不可欠の横方向へ縦穴掘削装置を移動する工程を、単にケーシン
グを継ぎ足す作業のためだけではなく、ケーシング内の土砂を排出する作業にも活用して
アダプタによる縦穴掘削法に特有の排土作業の問題点を解消するようにしており、その方
法は、きわめて合理的なものである。本発明を具体化する場合、特に、特許請求範囲の請
求項２に記載のように具体化すれば、こうした効果を発揮することに加え、昇降駆動装置
のストロークの長さよりも長いケーシングを使用することができて工期や施工単価の増加
を抑制することができる。
【００４４】
本発明を具体化する場合、特に、特許請求範囲の請求項３に記載のように具体化すれば、
アダプタを縦穴掘削装置から取り外した状態で作業現場に搬送するようにしても、縦穴掘
削作業の際に、その取り外したアダプタを大がかりな組立作業を要することなく、縦穴掘
削装置に容易に取り付けることができる。本発明を具体化する場合、特に、特許請求範囲
の請求項４に記載のように具体化すれば、アダプタを継ぎケーシングに連結のための煩雑
な芯合わせを必要とせず、両者の連結作業を能率的に行うことができる。本発明を具体化
する場合、特に、特許請求範囲の請求項５に記載のように具体化すれば、長い単位ケーシ
ングを使用して縦穴掘削作業を実施しても、縦穴掘削装置を相対的に低位置に設置するこ
とができて、安定的、安全に縦穴掘削作業を実施することができるとともに、縦穴の掘削
に伴う種々の作業を低位置で行うことができて作業の便もよい。本発明を具体化する場合
、特に、特許請求範囲の請求項６に記載のように具体化すれば、ケーシング２内の土砂を
、確実に周辺部を掘り残さないで、きわめて効率的に排出することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の縦穴掘削法に用いられる縦穴掘削装置の一例を示すもので排土工程の実
施時の状況を示す図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１の縦穴掘削装置の拡大図でアダプタの連結工程の終了時の状況を示す図であ
る。
【図４】本発明の具体化例の縦穴掘削法の施工手順を説明するための図である。
【符号の説明】
２　　ケーシング
３　　架台
４　　アダプタ
４ａ　アダプタの把持部
４ｂ　アダプタの連結部
４ｃ　アダプタの余裕部
５　　アダプタ掴み用のメインバンド
６　　スラストシリンダ
７　　昇降フレーム
８　　油圧モータ
９　　アダプタ掴み用のサブバンド
１０　　ベースフレーム
１１　　支持フレーム
１２　　水平移動装置
１３　　水平調整装置
１４　　縦穴掘削作業用のクレーン
１５　　ハンマグラブ
１７　　ケーシング把持用の副把持装置
１８　　ケーシング把持用の主把持装置
１９　　主把持装置昇降用の油圧シリンダ
２１　　ケーシング設置用の作業空間
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２２　　上方開放部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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